
九州新幹線の「みずほ」 ＪＲ新大阪駅 大阪
国際空港 新御堂筋と大阪中央環状線をつなぐ千
里インターチェンジは１日数万台の車の往来も

都
市
部
の
そ
ば
に
は
豊
か
な
自
然
も

高
槻
市
の
摂
津
峡

一
大
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
へ

彩
都

先端産業集積進む交通アクセス魅力

彩
都
に
立
地
す
る
「
彩
都
バ

イ
オ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
」

　
大
阪
府
茨
木
市
か
ら
箕
面
市

に
ま
た
が
る
彩
都

国
際
文
化

公
園
都
市

は
、
大
規
模
な
企

業
用
地
の
造
成
が
少
な
い
内
陸

部
で
の
希
少
な
物
件
の
ひ
と

つ
。
大
阪
府
や
茨
木
市
、
箕
面

市
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
な
ど
が
整

備
を
進
め
て
い
る
。
西
部
地
区

３
１
３

、
準
工
業
地
域

に
変
更
し
た
ば
か
り
の
中
部
地

区

、
東
部
地
区

３

６
７

で
構
成
。
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
分
野
を
手
が
け
る
企

業
の
Ｒ
＆
Ｄ
拠
点
や
研
究
機

関
、
物
流
施
設
な
ど
が
集
ま
る

一
大
ク
ラ
ス
タ
ー
を
目
指
す
。

　
彩
都
を
取
り
巻
く
環
境
に
も

注
目
が
集
ま
る
。
国
立
循
環
器

病
研
究
セ
ン
タ
ー
や
大
阪
大
学

な
ど
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

を
け
ん
引
す
る
施
設
が
周
辺
に

立
地
。
研
究
開
発
で
刺
激
を
受

け
な
が
ら
、
他
の
企
業
や
研
究

所
と
の
協
業
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
出
も
期
待
で
き

る
。

　
魅
力
は
交
通
ア
ク
セ
ス
。
公

共
交
通
機
関
と
し
て
大
阪
モ
ノ

レ
ー
ル
が
西
部
地
区
ま
で
延

長
。
さ
ら
に
国
幹
道
路
に
近
い

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
名
神
高
速

道
路
の
茨
木
Ｉ
Ｃ
や
近
畿
自
動

車
道
吹
田
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
約
５

、
新
名
神
高
速
道
路
も
建
設

が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
夏
に
は

１
７
１
号
線
を
跨
ぐ
高
架
橋
を

ま
た

整
備
し
、
彩
都
へ
つ
な
が
る
道

路
の
渋
滞
緩
和
を
図
る
。

　
中
部
地
区
で
は
、
企
業
立
地

ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
事
業

を
進
め
る
た
め
事
前
に
エ
ン
ト

リ
ー
登
録
し
確
認
書
を
締
結
し

て
い
る
企
業

「
確
認
書
締
結

企
業
」

を
対
象
に
譲
受
人
を

募
集
。
６
月

日
よ
り
確
認
書

締
結
企
業
以
外

す
べ
て
の
企

業

に
募
集
対
象
を
広
げ
る
。

最
終
締
め
切
り
は
、
７
月

日

ま
で
を
予
定
。
問
い
合
わ
せ
は

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
西
日
本
支
社
募

集
販
売
セ
ン
タ
ー
施
設
用
地
販

売
第
１
チ
ー
ム

０
６
・
６
３

４
６
・
３
０
７
９

へ
。
　

独
自
技
術
で
明
日
を
切
り
拓
く

大
阪
北
部

交通の要衝
ビ
ジ
ネ
ス
、
国
内
外
に
拡
大

暮
ら
し
便
利
働
き
や
す
く

淀川は琵琶湖の水を大阪湾へ注ぐ 西淀川区付近

　
淀
川
は
滋
賀
県
の
琵
琶
湖
か
ら
京

都
・
大
阪
を
経
て
大
阪
湾
へ
と
流
れ

出
る
。
淀
川
水
系
の
支
流
は
日
本
一

多
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
北
側
、
大

阪
市
淀
川
区
・
西
淀
川
区
・
東
淀
川

区
や
豊
中
市
、
吹
田
市
、
池
田
市
、

茨
木
市
、
高
槻
市
、
摂
津
市
な
ど
の

主
要
都
市
を
抱
え
る
の
が
大
阪
北
部

だ
。
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
の

強
い
地
域
で
は
あ
る
が
、
金
属
加
工

や
機
械
、
電
気
電
子
、
化
学
、
医
薬

・
バ
イ
オ
、
食
品
、
運
輸
・
倉
庫
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
集
ま
る
地
域

で
も
あ
る
。
空
や
陸
の
利
便
な
交
通

ア
ク
セ
ス
を
生
か
し
、
西
へ
東
へ
、

国
内
外
へ
と
ビ
ジ
ネ
ス
を
広
げ
る
そ

の
様
は
、
日
本
一
多
い
と
言
わ
れ
る

支
流
の
比
で
は
な
い
。

◇
　◆
　◇

　
今
年
３
月

日
、
九
州
新
幹
線
が

全
線
開
通
し
た
。
山
陽
新
幹
線
と
の

乗
り
入
れ
が
始
ま
り
、
最
速
で
新
大

阪
―
鹿
児
島
中
央
を
３
時
間

分
で

結
び
、
こ
れ
ま
で
よ
り
１
時
間
以
上

短
縮
で
き
る
。

　
新
幹
線
、
伊
丹
空
港
、
名
神
高
速

道
路
や
中
国
縦
貫
自
動
車
道
路
な
ど

高
速
道
路
と
い
っ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
近
い
と
い
う
絶
好

の
環
境
が
大
阪
北
部
の
大
き
な
魅
力

の
ひ
と
つ
だ
。
「
こ
れ
ま
で
も
東
京

を
は
じ
め
首
都
圏
は
新
幹
線
で
も
飛

行
機
で
も
日
帰
り
圏
内
。
こ
れ
で
九

州
も
身
近
に
な
っ
た
。
同
じ
大
阪
府

内
で
も
他
地
域
で
は
そ
う
は
い
か
な

い
だ
ろ
う
」
と
は
、
多
く
の
大
阪
北

部
企
業
で
聞
か
れ
る
。
充
実
し
た
高

速
道
路
イ
ン
フ
ラ
は
、
倉
庫
な
ど
物

流
セ
ン
タ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ

ル
な
ど
多
く
の
流
通
事
業
の
要
衝
と

も
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
北
部
の
立
地
環
境
は
大
阪

・
梅
田
、
京
都
、
神
戸
な
ど
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
観
光
・
行
楽
地
へ
も
近

く
、
従
業
員
の
日
々
の
生
活
に
潤
い

を
も
た
ら
す
。
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
は
暮
ら
し
や
す
く
、
働
き
や
す
い

環
境
で
、
労
働
力
確
保
が
し
や
す
い

地
域
と
し
て
、
他
地
域
か
ら
の
注
目

も
高
い
。

◇
　◆
　◇

　
大
阪
北
部
に
は
実
際
に
元
気
な
企

業
が
多
い
。
「
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
利

便
性
」
は
、
「
人
材
・
労
働
力
確
保

の
容
易
さ
」
や
「
関
連
産
業
の
集

積
」
「
市
場
へ
の
近
接
性
」
「
住
環

境
・
生
活
利
便
性
」
に
つ
な
が
る
。

地
域
に
は
大
阪
大
学
を
は
じ
め
と
し

た
「
学
術
研
究
機
関
へ
の
近
接

性
」
、
産
業
振
興
に
向
け
た
熱
心
な

行
政
施
策
も
あ
い
ま
っ
て
の
こ
と
。

シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
関
西
社
会
経
済
研

究
所
が
ま
と
め
た
企
業
が
重
視
す
る

立
地
条
件
に
あ
て
は
ま
る
。

◇
　◆
　◇

　
国
際
文
化
公
園
都
市
、
彩
都
。
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
で
あ
る
と
と
も
に
、
バ

イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ク
ラ
ス
タ
ー
創

成
特
区
と
し
て
大
阪
北
部
で
先
端
産

業
の
集
積
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ６月２４日 金曜日 　　


